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ナ
イ
ロ
ビ
3
0
日
中
村
啓
三
】
生
活
の

困
窮
か
ら
国
外
に
流
出
す
る
恐
れ
の
あ
る

住
民
に
食
糧
を
届
け
、
水
源
の
確
保
、
医

療
、
学
校
の
改
修
な
ど
最
低
限
の
援
助
を

し
て
、
難
民
化
を
防
ご
う
と
い
う
国
連
難

民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）

の
新
し
い
試
み
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
・
（
越

境
）
作
戦
が
ケ
ニ
ア
国
境
で
始
ま
っ
て
五

力
月
に
な
る
。
作
戦
は
よ
う
や
く
軌
道
に

乗
り
、
二
月
か
ら
ソ
マ
リ
ア
南
部
全
域
に

拡
大
す
る
。
だ
が
、
一
帯
は
無
政
府
状
態
、

ち
ょ
っ
と
し
た
誤
解
が
流
血
の
事
態
を
招

き
か
ね
な
い
。
緊
張
の
中
で
操
り
広
げ
ら
ー

れ
る
作
戦
に
日
本
人
記
者
と
し
て
初
め
て

同
行
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
傘
下
の
非
政
府
組

織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
活
躍
ぶ
り
を
泗
っ
た
。

ポ境ﾙ国ア
-
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ケ
ニ
ア
北
東
部
州
の
国
境
の

町
エ
ル
ワ
ク
。
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
事

務
所
前
に
作
戦
に
参
加
す
る
四

輪
駆
動
車
四
台
が
そ
ろ
っ
た
の

ら
に
国
境
か
ら
百
十
♂
入
っ
た

ワ
ァ
バ
ダ
ン
な
ど
三
つ
の
村
へ

の
食
糧
配
布
だ
。

　
食
糧
配
布
を
担
当
す
る
カ
ト

村
改
善
活
動
に
二
年
間
参
加
し

た
後
、
国
際
救
援
委
員
会
（
Ｉ

Ｒ
Ｓ
）
で
食
糧
援
助
を
担
当
、

さ
ら
に
大
学
院
で
援
助
・
開
発

だ
け
で
は
な
い
。
善
意
を
具
体

化
す
る
の
に
必
要
な
知
鏃
７
技

術
を
持
っ
て
い
る
。

　
ブ
ル
ヘ
チ
ュ
の
町
に
入
る
。

食
糧
'
&
r
9
'
校
●
●
●

『
自
立
』
助
け
、
１
万
５
千
人
帰
還

は
午
前
八
時
半
。
こ
の
目
の
作
リ
ッ
ク
救
援
委
員
会
（
Ｃ
Ｒ
Ｓ
）

業
は
、
国
境
に
一
番
近
い
ブ
ル
の
責
任
者
は
米
国
女
性
、
エ
レ

ヘ
チ
ュ
で
の
巡
回
診
療
と
井
戸
ン
・
ケ
ネ
イ
さ
ん
。
米
平
和
部

の
改
修
、
診
療
所
の
再
建
、
さ
隊
員
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
晨

問
題
を
専
攻
し
た
と
い
う
。
工

ル
ワ
ク
の
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
で
は
九

団
体
三
十
四
人
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
活

躍
し
て
い
る
が
、
彼
ら
は
善
意

一
行
は
ま
ず
、
ソ
マ
リ
ア
側
の

援
助
受
け
入
れ
窓
口
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

ソ
マ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
事
務
所

で
、
行
動
を
再
確
認
す
る
。
ク

ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
ー
作
戦
は
午
前
中

だ
け
だ
が
、
食
頴
配
布
だ
け
は

夕
方
ま
で
か
か
る
と
い
う
。
ケ

ネ
イ
さ
ん
ら
は
自
裁
団
の
単
で

奥
地
へ
問
か
っ
た
。

　
ソ
マ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
モ
ハ
メ

ド
議
長
は
治
安
に
心
配
が
な
い

こ
と
を
盛
ん
に
強
調
し
「
日
本

に
み
な
好
印
象
を
待
っ
て
い

る
。
日
本
の
援
助
に
期
待
し
て

い
る
」
と
話
す
。
彼
ら
は
ナ
イ

ロ
ビ
、
エ
ル
ワ
ク
、
モ
ガ
デ
ィ

シ
オ
に
事
務
所
を
設
け
て
い
る

が
、
そ
の
経
費
は
Ｉ
Ｒ
Ｓ
の
援

助
だ
と
い
う
。

　
土
壁
の
あ
ち
こ
ち
に
銃
弾
の

跡
か
残
り
、
学
校
、
診
療
所
は

破
壊
さ
れ
て
い
る
。
診
療
所
の

再
建
は
二
十
日
か
ら
始
ま
っ
た

ば
か
り
。
資
材
と
賃
金
は
Ｕ
Ｎ

Ｈ
Ｃ
Ｒ
が
負
担
し
、
Ｉ
Ｒ
Ｓ
ス

タ
ッ
フ
の
指
揮
の
下
、
約
五
十

人
が
レ
ン
ガ
を
積
み
、
井
戸
さ

ら
い
を
し
て
い
た
。

　
無
駄
に
な
る

　
援
助
物
資
も

　
敵
地
の
井
戸
を
破
壊
す
る
の

は
砂
漠
の
民
の
戦
争
の
常
と
う

手
段
。
ブ
ル
ヘ
チ
ュ
で
も
二
十

四
あ
っ
た
井
戸
の
う
ち
十
六
に

家
畜
の
内
臓
や
生
ゴ
ミ
が
大
量

に
投
げ
込
ま
れ
、
異
臭
が
降
を

つ
く
。
一
週
開
か
け
て
水
を
く

み
出
し
、
ゴ
ミ
を
取
り
除
い
て

塩
素
消
毒
じ
、
使
え
る
に
は
、

一
ヵ
月
か
か
る
と
い
う
。

　
広
嚇
に
は
援
助
物
資
の
マ
メ

が
大
量
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
。

カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
、
周
り
の

人
々
が
「
苦
く
て
我
々
に
は
食

べ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
。
家
内

し
て
く
れ
た
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
ル

ト
ガ
ー
・
エ
ル
ワ
ク
代
表
は

「
彼
ら
の
食
生
活
は
肉
と
乳
。

マ
メ
を
食
べ
た
こ
と
の
な
い
人

々
に
肉
と
同
じ
た
ん
ぱ
く
質
が

あ
る
と
い
っ
て
も
、
な
か
な
か

理
解
し
て
く
れ
な
い
。
悲
し
い
ま
で
手
を
広
げ
る
の
は
初
め

光
景
だ
」
と
肩
を
落
と
す
。
　
て
。
こ
の
作
戦
が
成
功
す
れ
ば
、

　
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
は
、
ソ
マ
リ
ア
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
な
ど
で
も

の
首
都
モ
ガ
デ
ィ
シ
オ
か
ら
の

救
援
を
姶
め
た
が
、
南
部
ま
で

は
地
田
原
が
あ
っ
て
車
両
が
入

れ
な
い
た
め
、
ケ
ニ
ア
国
境
か

ら
約
百
五
十
ご
の
範
囲
内
で
の

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
で
救
援
活
動

を
行
う
方
針
。

　
ケ
ニ
ア
国
境
で
は
マ
ン
デ

ラ
、
エ
ル
ワ
ク
、
リ
ボ
イ
の
三

ヵ
所
で
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
作
戦

に
入
り
、
こ
の
Ｉ
カ
月
で
「
ソ

マ
リ
ア
に
帰
っ
て
も
援
助
が
受

け
ら
れ
る
」
と
約
一
万
五
千
人

の
難
民
が
帰
還
し
た
。

　
食
糧
だ
け
の
越
境
作
業
は
二

カ
ラ
グ
ア
、
イ
ラ
ク
北
部
で
も

実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
衛

生
胃
理
、
診
療
所
、
学
校
再
建

同
じ
救
援
活
動
を
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。
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